
 

 

 

 

 

 

令和７年度 

南越前町立河野小学校 

学校だより  

第 10 号 令和７年 5 月１６日  

・いじめは良くないことが分かりました。これからは、悪口を言わずに、いじめはしないようにします。 

・人にやさしくするのが大切だと思いました。わたしが選んだカードは、「ルールにはひとつひとつに意味がある」 

だったので、これからしっかりルールを守りたいと思いました。 

・これからやさしい言葉をたくさん使えるようにしたいです。らんぼうな言葉は言わないようにしたいです。 

・人権でみんなが大切と思うのがちがって、自分なりの目標があるんだなと思いました。自分でいいと思うのを目 

標にして生活していきたいです。 

・今日自分が発表したいじめについてのカードのことは、絶対に守っていきたいです。もっと人権についての理解 

を深めていきたいと思います。 

・いろいろな人の発表を聞いたら、自分の知らないことやみんながどう思っているのかを知れてよかったです。 

・人権はむずかしいと思っていたけれど、そこまでむずかしくないということが分かりました。人権かるたをして、 

「話そうよ 優しい言葉で みな笑顔」が大切だと思いました。なぜなら、みんな笑顔の方が気持ちがいいからで 

す。 

・ゆずりあうことが大切だと思いました。 

・この学習を通して、人権は、差別だけだと思っていたけれど、いじめなども入っていたことが分かりました。日本 

国憲法の中にも、人権のことが入っていたので、これからいじめや差別をしないでいきたいです。 

・人権のことをかるたにすると勉強になるなと思いました。自分たちでかるたを作って、自分たちでかるたをしたい 

と思いました。 

・今日教えてもらったことは、これからわたしたちが学校で気を付けることや、これからの生活にいじめや悪口を 

気を付けていった方がいいんじゃないかということです。いじめをしないようにしたいです。 

・自分の人権だけでなくて、友達の人権も大切にしたいです。 

・メールで気持ちを伝えるよりも会って伝えるというふだが大切だと思いました。なぜなら、メールで伝えるよりも会 

って伝えた方が気持ちが伝わると思ったからです。 

・らんぼうな言葉づかいやいじめをこれからはしないようにしたいです。理由は、らんぼうな言葉づかいやいじめを 

したら、返ってくるからです。あと、それを言われた人をとても悲しませるからです。 

 

 

 

 人権教室の後、ふり返りをしました。一人ひとりが、自分のこととし 

て捉え、相手を思いやることを大切に考えていることが伝わってきま 

した。この思いを忘れずに生活してほしいです。 

人権教室をして  
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